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Ｎｅｅｌ博士は、タンパク質チロシン脱リン酸化酵素（チロシンホスファターゼ）

である SHP-1、SHP-2 を世界で最初に発見し、これらホスファターゼの生理

機能やその作用機構について、数多くの優れた業績を上げられている。 

最近では、これらホスファターゼの異常とヒト疾患との関連について精力的

な研究を展開されている。本セミナーでは、SHP-2 の遺伝子異常とヒト疾患

との関連を中心に、最新の知見をお話ししていただく。 
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